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新
の
勝
者

・
敗
者
の
差
は
、
沼
津

兵
学
校
に
集

っ
た
諸
藩
の
留
学
生
の
中

に
も
歴
然
と
み
ら
れ
た
。
附
属
小
学
校

の
生
徒
出
身
者
の
ひ
と
り
黒
川
正

（ペ

ン
ネ
ー
ム
金
城
隠
士
）
は
、
後
年
沼
津

時
代
を
回
顧
し
、
学
資
が
豊
か
で
服
装
・

持
ち
物
も
貴
公
子
の
よ
う
だ

っ
た
越
前

か
ら
の
留
学
生
斎
藤
修

一
郎

（福
井
藩

の
支
藩
武
生
落
士
）
と

「学
資
は
衣
食

の
料
に
も
足
ら
ず
、
止
を
得
ず
教
授
方

の
家
に
寄
食
」
し
て
い
た
斗
南
藩

（旧

会
津
藩
）
か
ら
の
留
学
生
西
川
鐵
次
郎

と
を
比
較
し
、
二
人
の

「
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は
実
に
甚
し
い
も

の
で
あ

つ
た
」
と

記
し
て
い
る

（「沼
津
時
代
の
回
顧

（六
）」

『
静
岡
民
友
新
聞
』
大
正
三
年
七
月
二

十
七
日
）
。
し
か
し
、
沼
津
本
町
の
花
柳

界
に
出
入
り
し
、
若
年
の
身
で
芸
者
遊

び
の
味
を
覚
え
て
い
た
と
い
う
斎
藤
に

対
し
、
西
川
は
数
学
の
才
が
あ
り
、
同

級
生
た
ち
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
。

西
川
鐵
次
郎

（嘉
永
六
年
十
二
月
二

十
四
日
生
、
昭
和
七
年
六
月

一
日
没
）

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
浴
ν

白
虎
隊
出
身
の
留
学
生
　
西

川

鐵

次

郎

一一一

は
、
会
津
藩
士
西
川
俊
治

（舛
益

。
定

之
進

。
鐵
之
助
）
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
成
辰
戦
争
時
に
は
、
十
六
歳
で

白
虎
隊
に
入
り
、
越
後
を
転
戦
、
降
伏

後
は
越
後
高
田
に
幽
閉
さ
れ
た

（『福
島

県
史
２２
人
物
』

一
九
七
二
年
）
。

四
歳
年
上
の
兄
彦
太
郎
は
、
万
延
元

年

（
一
八
六
〇
）
家
督
を
継
ぎ
、
藩
の

御
旗
附
与
力
、
御
書
簡
物
書
調
役
な
ど

を

つ
と
め
、
維
新
後
は
東
京
で
謹
慎
生

活
を
送
り
、
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）

八
月
に
斗
南
藩
の
領
内
に
移
住
し
た
。

廃
藩
後
は
郷
社
の
祠
官
に
な

っ
た
。

履
歴
書
に
よ
る
と
、
鐵
次
郎
は
明
治

三
年

（
一
八
七
〇
）
七
月
に
静
岡
藩
に

留
学
し
、
沼
津
小
学
校

（沼
津
兵
学
校

附
属
小
学
校
）
に
入
学
、
西
周
の
教
え

を
受
け
た
と
あ
る
の
で
、
兄

一
家
が
東

京
か
ら
斗
南
に
移
住
す
る
に
あ
た

つ
て
、

ひ
と
り
沼
津
で
の
勉
学
の
道
を
選
ん
だ

の
か
も
し
れ
な
い
。

四
年

（
一
八
七

一
）
「事
故

ニ
ョ
リ
出

京
」
、
七
月
に
は
大
学
南
校
に
入
っ
た
と

い
う
の
で
、
沼
津
に
い
た
期
間
は

一
年

ヽ

未
満
で
あ
ろ
う
。
翌
五
年

（
一
八
七
二
）

給
費
生
と
な
り
、
八
年

（
一
八
七
五
）

七
月
予
科
を
卒
業
、
九
月
本
科
に
進
み

引
き
続
き
開
成
学
校

（大
学
南
校
の
後

身
）
で
法
学
を
専
攻
、
十

一
年

（
一
八

七
八
）
七
月
東
京
大
学
法
学
部

（開
成

学
校
の
後
身
）
を
卒
業
し
た
。
ち
な
み

に
、
斎
藤
修

一
郎
は
、
西
川
よ
り

一
足

早
く
明
治
三
年
貢
進
生
と
し
て
大
学
南

校
に
入
学
、
や
は
り
法
学
を
専
攻
し
た
。

な
お
、
大
学
南
校

。
開
成
学
校
で
教

え
た
ア
メ
リ
カ
人
教
師
グ
リ
フ
ィ
ス
が

生
徒
た
ち
に
提
出
さ
せ
た

″
↓
，
Φ
∽
一ｏ
‐

『く
ｏ
喘
ヨ
Ч
Ｆ
お
″
と
い
う
英
作
文
の
中

で
、
西
川
は

「私
は
九
歳
か

一
〇
歳
で
、

私
塾
で
漢
籍
の
学
習
を
本
格
的
に
始
め

た
」
「私
は

一
一
歳
か

一
二
歳
の
頃
藩
校

に
通
い
は
じ
め
て
、
そ
こ
を
卒
業
す
る

二

一
歳
ま
で
教
育
を
受
け
た
」
（蔵
原
三

雪

「洋
学
学
習
と
漢
学
教
養
―
幕
末
維

新
期
の
学
問
動
向
の
な
か
で
―
」
、
幕
末

維
新
期
漢
学
塾
研
究
会
編

『
幕
末
維
新

期
漢
学
塾
の
研
究
』、
二
〇
〇
三
年
、
渓

水
社
）
と
記
し
て
お
り
、
沼
津
遊
学
以

前
に
お
い
て
会
津
の
藩
校
で
の
学
歴
が

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
学
卒
業
後
、
外
務
省
に
入
り
英
国

公
使
館
書
記
生
と
し
て
赴
任
、
十
四
年

ヽ

（
一
八
八

一
）
帰
国
後
は
内
務
省
に
転

じ
、
さ
ら
に
十
八
年

（
一
八
八
五
）
文

部
省
権
少
書
記
官
と
な

っ
た
。
翌
十
九

年
に
判
事
に
任
命
さ
れ
、
以
後
長
く
裁

判
官
を
勤
め
る
。
水
戸
始
審
裁
判
所
長

（明
治
二
十
三
年
）
、
水
戸
地
方
裁
判
所

長

（同
年
）
、
大
容
院
判
事

（同
年
）
、

横
浜
地
方
裁
判
所
長

（三
十

一
年
）
、
函

館
控
訴
院
長

（三
十
五
年
）
、
長
崎
控
訴

院
長

（三
十
九
年
）
と
い
っ
た
と
こ
ろ

が
主
な
履
歴
で
あ
る
。
英
吉
利
法
律
学

校

（現
中
央
大
学
）
の
創
立
に
も
関
わ

り
、
保
険
法
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
て

も
い
る

（『
図
説
中
央
大
学
』

一
九
八
五

年
、
学
校
法
人
中
央
大
学
）
。

な
お
、
旧
幕
臣
で
沼
津
兵
学
校
第
九

期
資
業
生
関
戸
孝
の
四
男
を
養
子
に
し

て
お
り
、
沼
津
時
代
の
人
脈
が
そ
の
後

も
続
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

司
法
官
僚
と
し
て
立
身
を
果
た
し
た

西
川
は
、
敗
者
と
し
て
の
悲
哀
を
味
わ

い
苦
難
の
道
を
歩
ん
だ
明
治
の
旧
会
津

藩
出
身
者
の
中
で
、
山
川
浩

（男
爵
）
・

山
川
健
次
郎

（東
大
総
長
）
兄
弟
、
柴

四
郎

（小
説
家

。政
治
家
）
・
柴
五
郎

（陸

軍
大
将
）
兄
弟
、
出
羽
重
遠

（海
軍
大

将
）
ら
と
並
ぶ
、
数
少
な
い
成
功
者
だ

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

（樋
口
雄
彦
）
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佃

江
原
素
六
と
侠
客

明
治
四
十
四
年

（
一
九

一
一
）

一
月

に
発
行
さ
れ
た
雑
誌

『
日
本
及
日
本
人
』

第
五
四
九
号
は
、
「現
代
諸
家
の
侠
的
人

物
観
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、
各
界
名

士
の
侠
客
論
を
掲
載
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
大
隈
重
信
は

「任
侠
な

る
も
の
は
、
政
治
の
腐
敗
、
堕
落
よ
り

生
じ
た
も
の
」
で
あ
り
、
「立
派
な
法
治

国
、
堂
々
た
る
立
憲
政
体
」
の
今
日
に

お
い
て
は
、
「封
建
時
代
の
弥
縫
策
し
た

る
武
士
道
も
任
侠
道
も
不
要
で
あ
る
と

主
張
す
る
。
上
田
敏

（文
学
博
士
）
は
、

社
会
主
義
と
い
う

「危
険
思
想
」
が
発

生
し
、
黒
住
教

・
天
理
教

・
金
光
教

。

耶
蘇
教
な
ど
の
宗
教
を
頼
る
者
が
少
な

く
な
い
今
日
の
思
想
界
に
お
い
て
、
武

士
道
の
鼓
吹
や
報
徳
の
教
え
を
掲
げ
る

の
も
良
い
が
、
「
一
種
任
侠
的
の
性
質
を

帯
び
た
偉
人
」
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

る
と
言
う
。
幸
田
露
伴
は
、
「若
し
徳
川

の
文
学
や
小
説
か
ら
侠
客
と
仇
討
を
除

い
た
な
ら
ば
、
其
の
余
は
極
め
て
索
莫

た
る
も
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

同
誌
に
は
、
江
原
素
六
も

「辰
五
郎

）

と
次
郎
長

・
と
い
う
短
文
を
寄
せ
て
い

る
。
江
原
は
、
清
水
次
郎
長
と
行
き
来

し
た
こ
と
が
あ
り
、
「中
々
懇
意
に
し
て

居
た
」
と
い
う
。
初
期
の
代
議
士
選
挙

の
際
に
は
次
郎
長
の
子
分
平
田
儀
平
が

盛
ん
に
応
援
し
て
く
れ
た
と
述
べ
て
い

る
。　
一
方
、
新
門
辰
五
郎
と
は
、
幕
末

の
京
都
時
代
か
ら
付
き
合

い
が
あ

っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
、
二
人
に
関
す
る
逸

話
を
紹
介
し
た
後
、
「次
郎
長
も
、
辰
五

郎
も
、
共
に
飽
く
ま
で
男
ら
し
く
て
肝

が
恐
ろ
し
く
大
き
い
、
然
も
何
と
も
言

へ
ず
可
愛
ら
し
い
、
頼
母
し
い
気
象
を

共
有
し
て
居
た
、
恐
ら
く
彼
等
は
、
日

本
の
侠
客
と
云
ふ
も
の
ゝ
打
止
め
で
あ

ら
う
」
と
い
う
言
葉
で
結
ん
で
い
る
。

こ
の
江
原
の
論
説
を
、
博
徒
礼
賛
論

と
み
な
す
文
献
も
あ
る
が

（田
村
栄
太

郎

『
や
く
ぎ

の
生
活
』
、　
一
九
八

一
年
、

雄
山
閣
、
二
六
三
頁
）
、
は
た
し
て
江
原

の
真
意
を
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
こ
と

は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
江
原
は
、
単
に

自
身

の
過
去
に
お
け
る
見
聞
を
述
べ
て

い
る
だ
け
で
あ
り
、
決
し
て
善
悪
を
主

張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
し
江
原
が
ど
う
思

っ
て
い
た
か

は
別
に
し
て
、
彼
が
そ
の
筋
の
人
々
か

ら
慕
わ
れ
た
の
は
事
実
の
よ
う
だ
。
明

）

治
初
年
、
沼
津
の
親
分
某
を
説
諭
し
正

業
に
就
か
せ
、
兵
学
校
や
病
院
向
け
に

牛
肉

・
牛
乳
の
販
売
を
行
わ
せ
た
。
以

来
、
こ
の
親
分
は
江
原
を

「神

の
如
く

に
敬
ひ
、
家
族
の
者
に
も
熊
堂
の
方

ヘ

足
向
け
て
は
な
ら
ぬ
」
と
言

っ
て
い
た

と
い
う
。
ま
た
、
衆
議
院
議
員
選
挙
に

際
し
て
は
子
分
数
十
名
を
率
い
、
江
原

の
た
め
に
運
動
し
、
開
票
日
に
は
郡
役

所
か
ら
江
原
宅
ま
で
の
道
筋
に
配
下
の

者
を
置
き
、
得
票
状
況
を
速
報
し
た
と

の
こ
と
で
あ
る

（『
江
原
素
六
先
生
伝
』

逸
話

一
三
頁

「改
心
せ
る
博
徒

の
感

謝
」
）
。
沼
津
の
親
分
某
の
実
名
は
不
明

で
あ
る
が
、
同
時
期
、
沼
津
に
は
四
方

清
左
衛
門
と
い
う
侠
客

（博
徒
で
は
な

い
が
）
が
お
り
、
勝
海
舟
や
徳
川
家
達

と
の
交
友
関
係
も
あ

つ
た
ら
し
い
の
で

（四
方

一
跡

「
四
方
清
の
こ
と
」
『
沼
津

史
談
』
４６
、　
一
九
九
五
年
）
、
彼
を
指
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
徳
川
慶
喜
と
新
門
辰
五

郎
、
山
岡
鉄
舟
と
清
水
次
郎
長
の
関
係

に
見
る
ご
と
く
、
静
岡
藩

・
旧
幕
臣
と

侠
客
と
は
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
あ

っ
た
。

「強
き
を
挫
き
弱
き
を
助
け
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
と
し
た
侠
客
た
ち
に
と

つ
て
、

維
新
の
敗
北
者
は
、
支
援
や
同
情
の
対

象
で
あ
っ
た
。
成
辰
戦
争
の
過
程
で
は
、

時
勢
に
乗

っ
て
官
軍
に
与
し
た
者
が
い

た

一
方
、
旧
幕
府
軍
に
肩
入
れ
し
た
り
、

東
北
諸
藩
を
応
援
し
た
博
徒
た
ち
の
存

在
が
目
に
付
く
。
勝
沼
戦
争
に
際
し
甲

陽
鎮
撫
隊
に
協
力
し
た
伊
豆
の
博
徒
熊

五
郎
、
戦
死
し
た
彰
義
隊
士
の
埋
葬
を

行

っ
た
三
河
屋
幸
三
郎
、
伝
習
隊

・
草

風
隊
の
道
案
内
を
つ
と
め
た
野
州
の
博

徒
伝
右
衛
門
、
会
津
藩
に
協
力
し
た
越

後
の
博
徒
観
音
寺
久
左
衛
門
、
仙
台
藩

の
か
ら
す
組
に
子
分
と
と
も
に
参
加
し

た
博
徒
渡
辺
武
兵
衛
、
箱
館
戦
争
の
賊

軍
戦
死
者
を
供
養
し
た
侠
客
柳
川
熊
吉

な
ど
、
枚
挙
に
違
が
な
い
。

廃
藩
後
、
明
治
政
府
？
が
徳
川
家
の

動
向
を
ス
パ
イ
し
た
報
告
書
に
は
、
「次

郎
長
卜
申
モ
ノ
ハ
、
御

一
新
己
来
徳
川

氏
ノ
恩
二
感
シ

（中
略
）
静
岡
人
余
程

高
貴
ノ
所
ニ
テ
繋
キ
居
ル
ヨ
シ
」
（「徳

川
家
回
復
二
付
探
索
書
」
『鹿
児
島
県
史

料
　
玉
里
島
津
家
史
料
五
』

一
九
九
六

年
、
六

一
四
頁
）
と
あ
り
、
清
水
次
郎

長
と
静
岡
藩

・
徳
川
家
と
の
高
レ
ベ
ル

で
の
親
密
さ
に
着
目
し
て
い
る
。

江
原
と
辰
五
郎

。
次
郎
長
の
交
遊
も

そ
ん
な
時
代
状
況
を
背
景
に
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
　

（樋
口
雄
彦
）
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８
月
２８
日
困
か
ら
９
月
２８
日
０
ま
で

開
催
し
て
い
た
企
画
展

「沼
津
の
あ
ゆ

み
写
真
パ
ネ
ル
展
」
は
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
企
画
展
に
合
わ
せ
、
９
月
１３

日
０
に
開
催
し
た
歴
史
講
演
会

「沼
津

市
の
成
立
と
そ
の
後
の
あ
ゆ
み
―
市
町

村
合
併
を
中
心
に
―
」
に
は
、
５６
名
の

受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

＞
歴
史
講
演
会
の
様
子

９
～
１０
月
に
５
回
に
わ
た

つ
て
開
催

し
た
古
文
書
解
読
入
門
講
座
に
は
、
２４

名

の
受
講
者
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
古

文
書
の
解
読
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

沼
津
は
、
若
山
牧
水
、
井
上
靖
、
芹
沢

光
次
良
、
明
石
海
人
ら
数
多
く
の
文
人

た
ち
に
愛
さ
れ
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
著
名
な
文
人

た
ち
が
生
れ
る
少
し
前
、
明
治
時
代
の

初
め
に

「沼
津
兵
学
校
」
が
あ
り
ま
し

た
。
当
館
の
展
示
テ
ー
マ
の
１
つ
で
あ

る
沼
津
兵
学
校
は
、
わ
ず
か
３
年
半
し

か
存
続
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
で

教
え
、
学
ん
だ
人
材
の
多
く
は
、
軍
人

ば
か
り
で
な
く
官
僚

。
学
者

・
技
術
者
・

実
業
家

。
政
治
家

・
教
育
者
な
ど
と
し

て
多
方
面
で
活
躍
し
、
数
多
く
の
人
材

を
輩
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
歴
史
小
説
を
大
成
し
た

と
い
わ
れ
る
塚
原
渋
柿
園
、
『
沼
津
案
内
』

な
ど
の
地
誌
を
編
ん
だ
間
宮
喜
十
郎
、

イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
翻
訳
を
し
た
渡
部
温
、

そ
の
他
同
人
会
を
作

っ
て
漢
詩
を
嗜
ん

だ
者
な
ど
が
い
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
今
年
か
ら
開

催
さ
れ
る

「沼
津
文
学
祭
」
を
記
念
し

て
、
沼
津
兵
学
校
ゆ
か
り
の

「文
人
」

た
ち
と
彼
ら
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間

¨
平
成
１５
年
■
月
１５
日
田
～

平
成
１６
年
２
月
１
日
倒

場
所

¨
当
館
展
示
室

・

講

　

師

ヽ_

込
み 員 場

日 演

時 題

申 定 会
１２
月
２９
日
０
～
１
月
３
日
０
は
年
末

年
始
の
休
館
日
で
す

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
７５
号

編
諜

沼

津

市

明

治

史

料

館

ア
フ
′
４

〒
４１０
‐
晰
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
‐
九
二
三
‐
三
二
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
‐
三
〇

一
八

〓
一け０
¨ヽ
ヽ
■
２●■
・０一↓ヽ
・●
“
目
】”
Ｎ口
・∽中Ｌ
Ｎ“
ｏＦ
●
・

」も
、∽
ぃり
０
一口
、】Ｂ
Ｏ
こ
ぃ、ぃ●
ヽ
０図
・，
一日づ

四
方

一
滸
氏

（元
国
士
舘
大

学
文
学
部
教
授

。
沼
津
史
談

会
会
長
）

「沼
津
兵
学
校
の
文
人
た
ち
」

平
成
１６
年
１
月
１７
日
０

午
後
２
時
～
４
時

当
館
講
座
室
　
　
　
　
　
　
　
　
一４

１００
名
、
参
加
費
無
料
　
　
　
　
　
一

１２
月
２
日
ω
９
時
か
ら
当
館

ま
で
電
話
で

ミ薇「‐,`

"|■■ 絆減 16年 1月 17日 (■ )

一漱 氏
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